
○写  

令和４年度 

 

 

 

 

裾野市深良財産区会計 

歳入歳出決算審査意見書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裾 野 市 監 査 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



裾 監 第 1 9 号 
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裾野市監査委員 土屋 一彦 

 

裾野市監査委員 佐野 利安 

 

 

令 和 ４ 年 度 裾 野 市 深 良 財 産 区 

歳入歳出決算審査意見書の提出について 

 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき審査に付された、令和４年

度裾野市深良財産区歳入歳出決算書類及び関係書類を審査したので、その

結果に基づく意見を次のとおり提出します。 
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令和４年度裾野市深良財産区会計歳入歳出決算審査意見書 

 

第１ 審査の対象 

     

   令和４年度裾野市深良財産区会計歳入歳出決算 

 

第２ 審査の期間 

 

   令和５年６月１０日～７月２７日 

 

第３ 審査の方法 

 

裾野市監査基準に基づき、審査に付された歳入歳出決算書、同事項別明細書、

その他附属書類は地方自治法等の法令に準拠して作成されているか、その計数は、

関係諸帳簿その他の証拠書類との照合により正確であるかを検証するとともに、

予算の執行及び関連する事務の処理は適正に行われているかを主眼として実施

した。また審査に際し、担当部署から資料の提出を求め、関係職員から説明を聴

取するとともに令和 4 年度の例月現金出納検査結果を参考にした。 

 

第４ 審査の結果 

 

   審査に付された歳入歳出決算書、同事項別明細書その他附属書類は、いずれも

地方自治法等関係法令に適合し、その計数は、関係諸帳簿その他の証拠書類と符

合し、正確であると認められた。また、予算の執行及び関連する事務の処理は、

概ね適正に行われているものと認められた。 

 

   以下、審査の概要は次のとおりである。 
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Ⅰ 決算の概要 

 

１ 決算の状況 

 予算執行状況を前年度と比較すると、次のとおりである 

（単位：円・％） 

区分 令和 4年度 3年度 比較増減額 増減率 

予
算
額 

当初予算額 35,972,000 37,405,000 △ 1,433,000 △ 3.8 

補正予算 870,000 0 0 0.0 

予算現額 36,842,000 37,405,000 △ 563,000 △ 1.5 

歳 

入 

調定額 37,442,447 37,606,749 △ 164,302 △ 0.4 

歳入決算額 37,442,447 37,606,749 △ 164,302 △ 0.4 

収入率 
対予算 101.6 100.5 1.1 － 

対調定 100.0 100.0 0.0 － 

不納欠損額 0 0 0 － 

収入未済額 0 0 0 － 

歳 

出 

歳出決算額 35,159,658 34,532,773 626,885 1.8 

執行率 95.4 92.3 3.1 － 

翌年度繰越額 0 0 0 － 

不用額 1,682,342 2,872,227 △ 1,189,885 △ 41.4 

収 

支 

歳入歳出差引額 

(形式収支） 
2,282,789 3,073,976 △ 791,187 △ 25.7 

翌年度へ 

繰越すべき財源 
0 0 0 － 

実質収支 2,282,789 3,073,976 △ 791,187 △ 25.7 

単年度収支 △ 791,187 △788,418 △ 2,769 － 

 

⑴  当年度の予算現額は 36,842,000 円で、前年度に比べ 563,000 円（1.5％）の減と

なっている。 

⑵  歳入決算額は 37,442,447 円で、前年度に比べ 164,302 円（0.4％）減少し、収入

率は、予算現額に対し 101.6％、調定額に対し 100.0％である。 

⑶  歳出決算額は 35,159,658 円で、前年度に比べ 626,885 円（1.8％）増加し、執行

率は 95.4％で、前年度に比べ 3.1ポイント上回っている。  

⑷  歳入歳出差引額は 2,282,789円で、前年度に比べ 791,187円減少している。 
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歳入・歳出の内容を前年度と比較すると、次のとおりである 

 

（歳入）                        （単位：円・％） 

区分 令和 4年度 3年度 増減額 増減率 

1 財産収入 34,367,812 33,744,191 623,621 1.8 

2 寄附金 0 0 0 － 

3 繰入金 0 0 0 － 

4 繰越金 3,073,976 3,862,394 △ 788,418 △ 20.4 

5 諸収入 659 164 495 301.8 

歳入合計 37,442,447 37,606,749 △ 164,302 △ 0.4 

 

⑴  歳入決算額の主なものは、財産収入 34,367,812円、繰越金 3,073,976円である。 

 

⑵  財産収入は、芦ノ湖スカイラインや発電所・変電所に関連する敷地等の財産貸付

収入及び道路改築工事用地の財産売払収入である 

 

（歳出）                             （単位：円・％） 

区分 令和 4年度 3年度 増減額 増減率 

1 議会費 4,788,600 4,366,417 422,183 9.7 

2 総務費 30,371,058 30,166,356 204,702 0.7 

3 予備費 0 0 0 － 

歳出合計 35,159,658 34,532,773 626,885 1.8 

 

⑴  歳出決算額の主なものは、総務費 30,371,058円である。 

 

⑵  議会費の支出済額は 4,788,600 円で執行率は 92.1％である。主なものは議員報酬

である。 

 

⑶  総務費の支出済額は、30,371,058円で執行率は 96.6％である。主なものは財産管

理費の林道等工事補助金 6,300,000 円、権利者への補償金 15,674,784 円などであ

る。  
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Ⅱ 財産に関する調書 

 

公有財産及び基金の状況は、次のとおりである。 

 

１ 公有財産 

（１）土地、山林、原野 

                                   （単位：㎡） 

区    分 令和 3年度末現在高 4年度中増減高 4年度末現在高 

山林・原野等 7,328,341.49 △967.41 7,327,374.08 

宅       地 2,918.76 0.00 2,918.76 

墓       地 32.00 0.00 32.00 

合       計 7,331,292.25 △967.41 7,330,324.84 

 

 当年度、道路改築工事用地として静岡県に土地売払を実施した。 

 

（２）出資による権利 

                                   （単位：円） 

区   分 令和 3年度末現在高 4年度中増減高 4年度末現在高 

裾野市東富士農事組合出資金 61,000 0 61,000 

東富士開発農協出資金 30,500 △500 30,000 

裾野市森林組合出資金 50,000 0 50,000 

合       計 141,500 △500 141,000 

 

 当年度、脱退に伴い減額が生じた。 

 

２ 基金 

                                  （単位：円） 

区   分 令和 3年度末現在高 4年度中増減高 4年度末現在高 

基本財産特別基金 126,800,000 0 126,800,000 

財政調整基金 178,600,000 500,000 179,100,000 

合       計 305,400,000 500,000 305,900,000 

 

 財政調整基金の 500,000円の増は、予算積立によるものである。 


